
※ 給料、職員手当、共済費等各局で要求しないものは除く

取組内容
マイナンバー（社会保障・税番号制度）個人番号カードの申請を行う方の利便性向上及
び庁舎のスペース活用のため、中区、東区、西区、南区、美原区の各区役所に証明写真
自動撮影機を設置し、事業者を公募することにより新たな財源を確保する。

効果額

○ 証明写真自動撮影機の設置
５区合計

6.6
百万円

◎ 区域まちづくり事業

取組内容

局・区名 東区役所 要求総額 569 百万円

（対前年度予算

63.3 百万円

％）

【※　◎は新規事業、○は拡充事業】

要求額

（１）区民評議会関連事業
　①　まち魅力発見事業　　　　　　　　　　　　　　　　（0.4百万円程度）
　東区の魅力を発見・再認識するために、ため池や水路の歴史を学ぶ勉強会やウォーキ
ング会等を実施し、地域への誇りと愛着を育む。

　②　農と自然のふれあい体験事業　　　　　　　　　　　（0.2百万円程度）
　農や自然環境を活かし、地元農家をはじめとする地域の方とのふれあいや、農への関
心の醸成等を図る。

　③　安全・安心なまちづくり推進事業　　　　　　　　　　（12百万円程度）
　誰もがいつでも安全・安心に暮らせるよう、区民の自転車交通マナーに対する意識の
向上等に向けた取組みの実施や、防犯カメラ設置等の取組みを行う。

　④　ため池環境改善事業　　　　　　　　　　　　　　　　（50百万円程度）
　「水・緑と暮らしの調和」をめざし、ため池の環境悪化の原因となっているヘドロを
改良し、その改良土をため池自体の補強・オープンスペースの創出に再利用するなどの
整備を実施。

（２）区教育・健全育成会議関連事業
　①　地域で育むひがしっ子応援事業　　　　　　　　　　 （0.7百万円程度）
　ネットリスクを切り口に家庭や地域の対話を促すリーフレットの作成やセミナーを行
うなど、子どもを見守り育む大人の本気度を高める取組みを実施。
　

13.4

重点的に取り組むもの 

行財政改革の項目 

１新たな歳入の確保  

   東区では、区域の特性に応じた課題解決や子どもの健全育成に向けた取組みを進めるため、平成27年度

に設置された2つの審議会、「区民評議会」と「区教育・健全育成会議」での審議内容などを反映した事業を

実施し、より一層、都市内分権の推進に努めるとともに、区役所と関係部局との更なる連携や、まちづくりパー

トナーである区民の皆さまとの連携・協働により、「チームひがし」で、誰もが安全・安心に暮らせるまちづくり

や、「子育てのまち東区」の推進などに努めます。 

平成28年度 当初予算要求の概要 

局区予算要求方針 

１都市内分権の推進  


